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Ｒ階通路屋根修理工事についての 
アンケートの実施について 

 
マンションＲ階通路屋根から数か所雨漏りがしているので、今年 11月に開催 
する管理組合通常総会で工事方法と金額について皆様の承認を得て、平成２９ 
年度内（H30.9.30迄）に工事を実施する予定です。 
	 つきましては、今回、工事方法について皆様の意向を把握するために「アン 
ケート」を実施します。ご協力をよろしくお願いします。 
 
	 	 アンケートの提出締切り	 	 	 ６月１０日（土）必着 
	 	 集計結果の報告	 	 	 	 	 	 	 ７月１２日（水）７月役員会 
 
 
１．Ｒ階通路屋根に関する取組みについて、これまでの経過（説明）  
（１）平成 25年にＲ階通路屋根の全面改修工事を実施した。	 	  

工事期間	 	 平成 25年 3月～4月 
	 	 	  Ｒ階通路屋根については、平成 24年に「建物調査・診断」を実施し 

た結果、全面修理が必要との指摘を受け、平成 24年 11月に開催した 
通常総会で承認を得て、次の３ヵ所の工事と同時に全面改修工事を実 
施した。 
 	  ①ABC鉄骨階段の立ち上がり部の錆止め工事 

②駐車場棟入口横のｺﾝｸﾘｰﾄ爆裂修理工事 
③駐車場入口ｹﾞｰﾄの錆びの塗装工事 

	        	 	 	   	  
 
（２）通路屋根の全面改修工事後、ｶﾞﾗｽの破損及びﾋﾋﾞ入りのため修理工事 

を３回実施した。 
	 	 ①平成 26年 9月（破損）	 	 	       	  

	 	 	  ②平成 27年 8月（1枚ﾋﾋﾞ入り） 	    	 	  
	     ③平成 28年 10月～11月（3枚破損）  

 
 ③は小石等を住居棟の上階から通路屋根のｶﾞﾗｽに落し、2回続け 
てｶﾞﾗｽが破損したので、今後の破損対策として、ｶﾞﾗｽの取替え 
とｶﾞﾗｽの上に飛散防止のﾌｨﾙﾑを貼った。 

 
２．Ｒ階通路屋根の現状  
 	 屋根からは現在、大きい雨漏りが 2箇所（通路ｶﾞﾗｽﾄﾞｱ前と住居棟ｴﾚﾍﾞｰ 
ﾀｰ前）、その外、小さい雨漏りが数箇所あります。 

 1 
	  雨漏りの原因は、屋根のｶﾞﾗｽを押えている鉄のﾌﾟﾚｰﾄが錆びて膨れ、そ 



こから雨が染み込んで、雨漏りが生じています。 
	  小石等を住居棟の上層から落し屋根ｶﾞﾗｽの破損が続いているので、今後 
	 破損した時に、ｶﾞﾗｽが飛散するのを防止するため、現在、住居棟ｴﾚﾍﾞｰﾀ- 
  寄りの屋根ｶﾞﾗｽにﾌｨﾙﾑを貼っています。 
 
３．Ｒ階通路屋根の工事方法と見積り額  
通路屋根の雨漏りの修理方法は４方法で見積書が三社から提出されてい

る。  
 
（１）修理方法①  

	 	 	 屋根のｶﾞﾗｽは替えず、ｶﾞﾗｽを押えている鉄のﾌﾟﾚｰﾄのみｱﾙﾐに替える。 
（全範囲）  
	   長所  ①工事費が安い。住居棟寄りの屋根ｶﾞﾗｽには飛散防止のﾌｨﾙﾑを 

貼るので上から小石等を落されても破損はし難いと思われる。 
	 	 短所	 ①屋根ｶﾞﾗｽが網入りであり、ｶﾞﾗｽと網の膨張率が違うので、今 

後、劣化と強い日射などで屋根ｶﾞﾗｽにﾋﾋﾞが入る恐れがある。 
②押えのｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ周りのｺｰｷﾝｸﾞｼｰﾙは劣化していくので、4～5 
年毎に貼り替え補修工事が必要。 

	 	 	  
	 	 	  見積り金額（三社） 

 
（２）修理方法②  

	 	 	 屋根をガルバリウム鋼板に替える。  
	 	 	 	 ガルバリウム鋼板は提案内容で、形状の違い及び厚さの違いがあり  

ます。  
	 形状の違い（折板とそうでないもの）  
厚さの違い（折板	 0.5mm 及び 0.6 ㎜、折板でないもの 0.4mm） 
 

	  特徴	 １．つやありとつや消しがある。 
	 	 	    ２．遮熱機能により屋根面の温度上昇を抑制している。 
	 	 	 	  ３．材料標準保証規格 10年 
 

    長所	 ①折板は端を重ねて葺くので押えのﾌﾟﾚｰﾄは要らないため 
ｺｰｷﾝｸﾞｼｰﾙの補修工事は無い。 
屋根に小石等落されても破損しない。 

短所	 ①屋根からの光は入らなくなる。美観は現在より劣る。 
        ※雨音は緩衝材を敷くので、余りしないと思われます。 
 

	 	 	   見積り金額（二社） 
	 	 	 	 	  Ａ社(折板屋根) 
	 	 	 	 	 	  １案	 ｶﾞﾗｽ撤去	 A(ｶﾞﾙﾊﾞ 0.5mm)	      

２案  ｶﾞﾗｽ撤去	 B(ｶﾞﾙﾊﾞ 0.6mm)	     
	 ※0.5㎜の方は折山の数が多いので見積り金額が高い。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２ 



Ｂ社(折板ではない)	 	  
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板屋根葺替-全範囲 
ｶﾞﾗｽ屋根の上に被せる。（ｶﾞﾙﾊﾞ 0.4mm） 
短所	 雨漏りは防止できるが、ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板屋根の下にな 

る現在のｶﾞﾗｽ屋根の押えている鉄のﾌﾟﾚｰﾄが更に劣化 
した場合、錆が通路に飛散しないか疑問がある。 
 

	 （３）修理方法③  
	 	   屋根のｶﾞﾗｽをﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（透明板厚さ 5mm）に替え、押えのﾌﾟﾚｰﾄ

を  
ｱﾙﾐに替える。  

	 	 	   問題点	 工事費が高い。 
	 	 	 	 長所	 ①今後、20年以上は修理しないで良い｡屋根の上に小石を 

投げられても、破損しない。 
現在のｶﾞﾗｽより明るくなる。美観が良い。 

	 	 	 	 短所	 ②押えのｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ周りのｺｰｷﾝｸﾞｼｰﾙは劣化していくので 
4～5年毎に貼り替え工事が必要。 

 
見積り金額（三社）ｶﾞﾗｽ撤去、ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板(5mm) 

	 	  
  （４）修理方法④  
	 	 	 屋根のｶﾞﾗｽの一部（ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ前）をﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（透明板厚さ 5mm）に  

替え､押えのﾌﾟﾚｰﾄをｱﾙﾐ替える。  
     	  問題点 ①屋根の一部をﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄに替えても、足場を組むので、 

工事費が高い。 
        短所   ①ｶﾞﾗｽ屋根の部分はｶﾞﾗｽが網入りで、ｶﾞﾗｽの膨張率と網の 

膨張率が違うので、今後、強い日射や劣化によりヒビが 
入る恐れがある。ヒビ入りや破損した場合はその都度修 
理する。 

	 	 	 	 	 	 	  ②押えのｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ周りのｺｰｷﾝｸﾞｼｰﾙは劣化していくので、 
4～5年毎に貼り替え補修工事が必要。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 見積り金額（二社）屋根の一部をﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈ-ﾄ板(5mm) 
	 	 	 	 	                   
  	 	 以上、工事の方法が４方法あります。 
 
  	 工事方法と見積り金額についての考え方はそれぞれあると思います。 
	 	 	 ①工事費が高くても、将来的に長い年数修理をしないで済むﾎﾟﾘｶｰ 

ﾎﾞﾈｰﾄにした方が良い。 
	 	 	 ②通路屋根には高い工事費は使わないで良い。ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板で良い。 
	 	 	 ③現在のｶﾞﾗｽ屋根のままで良い。屋根ｶﾞﾗｽを修理が必要な都度修理 

工事をして良い。 
 
	 	 など、様々あると思われます。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ３ 



	 どの工事方法を選択しても、費用は平成２９年度予算で組むことが出  
来ます。  

 
	 修繕費は大事に使っていきたいと思いますので、皆様の意見を聞き、多 
い意見の方法を選択し、その方法で修理工事を実施したいと考えます。 
 
今回実施するアンケートに、見積り額も確認のうえご協力をお願いします。 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
	 １．アンケートの実施 

5月 13日（土）に５月役員会議事録配布と同時配布します。 
 

	 	 ２．提出の締切り	 	 	 	 	 	 	 6月１０日（土）	 必着 
	 	 ３．アンケート集計結果報告	 	 7月１２日（水）	 役員会 

 
	 ４．決定した工事会社に工事依頼。 
	 ５．11月通常総会で提案し、承認を得る。 
	 ６．総会後、11月に住人説明会を開催する。 
	 ７．12月に着工する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  ４ 

区分所有者	 各位 
	 	 	 	 	  



	 	 	  	 マンション R 階通路屋根修理工事に関するアンケート  
 
アンケートと同時配布している資料「R階通路屋根修理工事について」を読ん 
で頂き、見積り額も確認のうえ、下記アンケートにご協力をお願いします。 
	 なお、ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板には折板と折板でないもの、厚さの違い及び葺き方の違 
いがあります。 
 
あなたは R階通路屋根修理工事に関して、４種類の工事方法の中で、どの修理 
方法が良いと思いますか？良いと思う工事方法の番号に○を付けて下さい。 
 
１	 修理方法① 
	 	 ｶﾞﾗｽの屋根はそのままで、ｶﾞﾗｽを押えているﾌﾟﾚｰﾄのみ鉄からｱﾙﾐに替える。 
 
２	 修理方法② 
	 	 屋根をｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板に替える。（ﾌﾟﾚｰﾄは不要） 
 
	 	 ①折板 A（0.5㎜）	 	 ②折板 B（0.6mm）	  
 

③現在の屋根の上に被せて葺く。（0.4mm）（折板ではない） 
 

３	 修理方法③ 
	 	 屋根のｶﾞﾗｽをﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（透明板厚さ 5mm）に替え、押えのﾌﾟﾚｰﾄをｱﾙﾐに 
	 	 替える。 
 
４	 修理方法④ 
	 	 屋根のｶﾞﾗｽの一部（住居棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ前）をﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（透明板厚さ 5mm）に 

替え、押えのﾌﾟﾚｰﾄをｱﾙﾐに替える。 
 
 
その他、意見があれば記入をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 提出締切り	 ６月１０日（土）厳守 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 管理人室まで 

平成２９年５月１３日	  ボンヌール長崎管理組合 


